
科学コミュニケーションの実践について
～サイエンスアゴラ2012：科学の『押し売り』？ -無関心層になぜ・どうやって科学を伝えるの

か- より～

科学コミュニケーション研究会



科学コミュニケーション研究会

“キャンプファイヤー”
（=模造紙が置かれた机）

を

“話し始める人”
（＝パネリスト）

と

“話しを広げる人”
（＝参加者のみなさん）

とで囲み

“火”に “薪”
（＝発言が書かれた紙）

をくべる

当日の様子



科学コミュニケーション研究会

“話し始める人”（＝パネリスト）

竹内慎一（NHK）

田中幹人（早稲田大学）

秋谷直矩（京都大学）

“話しを広げる人”（＝参加者のみなさん）

約50人



科学コミュニケーション研究会

出て来た話題

・そもそも論
１）伝えたいこと、２）知ってもらわねばならないこと、３）どちらでもいいこと、に分かれるのでは？
→場合分けは誰がするの？
→社会の合意？個人の基準？

・なぜ伝える必要があるのか
・面白いから。自分が好きだから。
・税金を使って研究をしているので、社会に還元すべき。

・どうしたらいいのか
・押し付け
→豊かにするための方法論として使うと伝わらない
→伝えるための方法論としては有効

・最低最悪の状況を想定してみる
・興味がないのにその場にいないといけないのがすごく困る。
→「逃げられる」という選択肢を作っておく必要がある。

・「説明せよ」とか、授業で当てられたりとかすること。
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